
2026.8 22026.83

2026年6月末 前月比 前年比
総人口 93,373 +34 +213
男 47,434 -1 +160
女 45,939 35 +53

世帯数 41,651 ±0 +401

2026年1～6月 前年同期比
発生件数 134 +8
重軽傷者 140 -14
死　者 1 +1

2026年6月 前年同期比
火　災 ２ -5
救　急 313 +4
救　助 4 -1
その他 95 +3

2026年6月 前年同期比
火　災 2 ±0
救　急 313 -29
救　助 4 -3
その他 95 -29

熱中症搬送件数 3 -16

県警察本部からの2026年６月分の
統計値が未発表のため、9月号に掲載
を予定しています。

これまでの
「市長の一言」市長の一言　No.87 『学校給食の思い出』

学校給食と聞くと皆さんはどのような思い出がよみがえるでしょうか。私が小学生だった頃の給食は、主食は
パン、飲み物は脱脂粉乳※でした。その独特の風味が苦手で、鼻をつまみながら飲んだことを今でも覚えています。
苦手な食べ物が出たときには「残してはいけない」と言われ、無理に食べた経験もあり、当時は給食の時間を心
から楽しみにしていたとは言えません。そんな中でも脱脂粉乳から瓶の牛乳に切り替わったときの喜びは今でも
鮮明に記憶に残っています。時代とともに学校給食は大きく変わりました。
こどもたちの健やかな成長を願い、栄養バランスを考えた献立はもとより、地域の食材を取り入れた地産地消

の取り組み・有機農業で栽培された米や野菜の活用など、より生産者の顔が見え、環境にも配慮した給食づくり
を進めています。また、小中学校給食費の無償化により保護者の負担軽減を図り、すべてのこどもたちが、安心
して同じ給食を楽しめる環境づくりにも努めています。給食は、食の大切さを学びながら友達や先生と笑顔を分
かち合う、学校生活のとても大切な一場面です。今のこどもたちが大人になったとき、「給食が楽しかった」と笑
顔で振り返ることのできる、かけがえのない思い出となることを願っています。これからもこどもたちが「給食の時
間が楽しみ」と感じられるような、心と体を育む学校給食を大切にしてまいります。

広報おおぶ

今月の折込：

マイ広報紙：
多言語対応

声の広報：
コラビア　☎（44）8500

おおぶ議会だより
おおぶの福祉
大府シティ健康マラソン大会募集要項

▲今月のおおぶスタイル　旬の農産物やこだわりの品が並ぶ「おおぶニックマルシェ」。生産者との交流を楽しみながら、食や人とのつながりを感じるひとときと なりました。

4 特集  Sports Full Throttle!  大府のアスリートたち

10 特集
健やかにいきいきと生きよう 
―新しい健康づくりの拠点が目指すもの―

12 市政News

13 Photo Topics特別版

14 プレミアム付商品券事業　おおぶLINEクーポン

15 おめでとうございます

16 2027年度　保育園などの入園申込のご案内

18 情報パック

30 セレトナ通信・ウェルネスバレー通信

31 私のWork Style・広報クイズ＆アンケート

32 みんなの掲示板・行政広報番組「Obu Crescendo」告知

33 毎月の相談

34 子育て情報

35 健康カレンダー・みんなにごあいさつ

36 Library Update・まるかるちゃんねる

37 Rootsわたしのおおぶストーリー・おおぶきっちん

38 Photo Topics

40 夢キラリ人　齋藤輝さん

※�戦後の食糧難の中、ユニセフやアメリカの民間団体から寄贈された学校給食の脱脂粉乳は、こどもたちの
タンパク質やカルシウムの重要な供給源となり、その後、国産牛乳への切り替えが進められました。

（市役所1階市民健康ロビー）
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